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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 2,013 △42.7 △156 ― △161 ― △149 ―
25年3月期第2四半期 3,515 151.4 △31 ― △37 ― △51 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △142百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △54百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △33.35 ―
25年3月期第2四半期 △11.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 7,068 2,665 37.7
25年3月期 6,959 2,827 40.6
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  2,665百万円 25年3月期  2,827百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 4.00 4.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,100 △19.7 110 △40.4 90 △47.3 45 172.1 10.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
当四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であり、当四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半
期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日において入手可能な情報に基づき算定しており、その達成を当社として約束する
趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によて数値予想と異なる結果となる場合があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 4,505,757 株 25年3月期 4,505,757 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 10,733 株 25年3月期 9,488 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 4,495,487 株 25年3月期2Q 4,496,436 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却に向けた政府の積極的な経済対策と、日本銀行

の金融緩和策を背景に、企業収益の改善並びに、株価上昇による個人消費の持ち直し等の動きが見られました。

しかしながら、一部の近隣諸国との関係悪化、円安によるエネルギー価格の上昇、消費税増税による消費意欲低

下等への懸念から、景気の先行きは依然として不透明な状態が続いています。 

 建設業界におきましては、住宅市場における住宅取得支援策や消費税増税の影響回避の駆け込み需要等によ

り、首都圏をはじめとして、マンション等の契約・着工が堅調に推移しています。中長期的な展望も、被災地で

の復興需要、政府予算等による公共投資等、需要全体の堅調さに加え、2020年の東京オリンピック開催決定によ

る建設投資増加への期待感から、明るくなりつつあります。一方、受注競争の緩和の兆しはなく、加えて、建設

資材価格の高騰、人手不足による労務費の上昇により、受注環境は依然として厳しい状況で推移しております。

 このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「つねに発展し続ける未来型企業を目指す！」の初年度

方針「ビジョンを実現できる未来型人財の育成」のもと、引き続き五つの重点施策「施工管理強化」「事故撲

滅」「営業強化」「技術・技能の継承」「ＩＴ活用」を推進しております。当第２四半期連結累計期間も五つの

重点施策の推進により、一層高度化するお客さまのニーズに迅速に対応できる技術力の向上及び、人材の育成に

努め、安定した収益を確保できる業務運営に取り組んでおります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は45億39百万円(前年同四半期比8.5％増)、売上高につきまして

は、前期に比べ大型完工物件の減少もあり、20億13百万円(前年同四半期比42.7％減)となりました。利益面につ

きましても、売上高が減少したことに伴い、営業損失１億56百万円(前年同四半期は営業損失31百万円)、経常損

失１億61百万円(前年同四半期は経常損失37百万円)、四半期純損失１億49百万円(前年同四半期は四半期純損失51

百万円)となりました。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（建設工事業） 

 売上高は19億70百万円(前年同四半期比39.9％減)となり、セグメント損失は１億36百万円(前年同四半期はセグ

メント利益23百万円)となりました。受注高につきましては、大型工事案件の受注等もあり42億20百万円(前年同

四半期比6.5％増)となりました。 

（設備工事業） 

 売上高は42百万円(前年同四半期比81.9％減)となり、セグメント損失は20百万円(前年同四半期はセグメント損

失54百万円)となりました。受注高につきましては、公共投資部門での受注等もあり３億19百万円(前年同四半期

比46.6％増)となりました。 

  

 なお、当社グループの売上高は、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きいため、通期の売上高に

比べ、第２四半期連結累計期間の売上高は低くなっております。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）財政状態に関する説明 

（資 産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は58億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６百万円増

加いたしました。これは主に未成工事支出金が増加したことによるものであります。固定資産は、12億63百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ２百万円増加いたしました。 

 この結果、総資産は70億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億９百万円増加いたしました。 

（負 債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は39億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億80百万円増

加いたしました。これは主に未成工事受入金が増加したことによるものであります。固定負債は、４億74百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ１億９百万円減少いたしました。 

 この結果、負債合計は44億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億70百万円増加いたしました。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は26億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億61百万円減少

いたしました。これは主に利益剰余金の減少によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は37.7％（前連結会計年度末は40.6％）となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間末受注残高から、当初予想した売上高を確保で

きる見通しであります。このため、平成25年５月15日に発表いたしました連結業績予想からの変更はございませ

ん。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 767,230 992,838

受取手形・完成工事未収入金 3,360,795 1,849,421

未成工事支出金 1,422,329 2,751,168

材料貯蔵品 15,490 11,896

その他 134,448 200,868

貸倒引当金 △1,580 △914

流動資産合計 5,698,714 5,805,278

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 176,437 169,649

土地 551,163 551,163

その他（純額） 12,399 11,188

有形固定資産合計 740,000 732,001

無形固定資産   

ソフトウエア 8,874 7,616

その他 22,524 21,537

無形固定資産合計 31,399 29,153

投資その他の資産   

投資有価証券 186,094 196,655

その他 375,200 377,757

貸倒引当金 △72,367 △72,363

投資その他の資産合計 488,927 502,048

固定資産合計 1,260,327 1,263,204

資産合計 6,959,041 7,068,482

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 1,288,963 1,072,864

短期借入金 608,340 348,360

1年内返済予定の長期借入金 569,196 548,762

1年内償還予定の社債 100,000 70,000

未払法人税等 96,631 33,404

未成工事受入金 707,381 1,748,044

賞与引当金 51,000 35,600

工事損失引当金 9,203 9,978

完成工事補償引当金 21,791 16,767

その他 95,941 44,849

流動負債合計 3,548,448 3,928,631

固定負債   

社債 20,000 －

長期借入金 496,735 405,391

負ののれん 998 499

その他 65,800 68,202

固定負債合計 583,533 474,093

負債合計 4,131,982 4,402,724



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,261,600 1,261,600

利益剰余金 669,743 501,825

自己株式 △3,336 △3,724

株主資本合計 2,813,703 2,645,398

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,354 20,360

その他の包括利益累計額合計 13,354 20,360

純資産合計 2,827,058 2,665,758

負債純資産合計 6,959,041 7,068,482



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

完成工事高 3,515,298 2,013,156

完成工事原価 3,130,027 1,767,852

完成工事総利益 385,270 245,304

販売費及び一般管理費 416,368 401,588

営業損失（△） △31,098 △156,284

営業外収益   

受取利息 148 2,314

受取配当金 1,198 887

負ののれん償却額 499 499

その他 9,379 3,795

営業外収益合計 11,225 7,496

営業外費用   

支払利息 11,296 10,711

売上債権売却損 3,017 537

その他 2,906 1,564

営業外費用合計 17,221 12,813

経常損失（△） △37,094 △161,600

特別損失   

固定資産除却損 9 2,575

投資有価証券評価損 2,890 －

特別損失合計 2,899 2,575

税金等調整前四半期純損失（△） △39,993 △164,176

法人税、住民税及び事業税 11,071 3,843

法人税等調整額 902 △18,087

法人税等合計 11,974 △14,243

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △51,968 △149,932

四半期純損失（△） △51,968 △149,932



（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △51,968 △149,932

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,743 7,005

その他の包括利益合計 △2,743 7,005

四半期包括利益 △54,711 △142,927

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △54,711 △142,927



 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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